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序文

御所市教育委員会は、大和王権の統一がすすめられる 4世紀から 6・7世紀に

かけての古墳時代に最大の注目を払っているものであります。

それは、奈良県下でも、乙の時代の古墳遺跡が集中的に本市に存在しており、

とくに巨勢山古墳群がその典型的なものといえるからです。

巨勢山境谷10号墳の発掘調査は第 1年次調査(条池南古墳、同北古墳)につづ

く、第2年次調査にあたるもので、昭和59年8月7日から10月16日までの問、慎

重にすすめられました。

本墳の築造期は6世紀初頭以降とみられ、出土遺物は少なかったが、乙れも盗

掘にあったものとみられます。しかし、横穴式石室で天井石の確保など石材の確

保に大変苦心しているものの、丁寧に構築されている乙と、出土の弥生土器がと

れまでほとんど把握できなかった弥生時代(原始時代)の高地性集落、境谷遺跡

の貴重な資料を得たことなどが今後考古学会に寄与するものと確信しています。

本墳の発掘調査で残念な乙とは、西側の崖部分にあったとみられる中心的な埋

葬施設が昭和40年代からの土砂採取により消滅Lていた乙とであります。

わたくしたちは古代に繁栄した豪族葛城氏・巨勢氏など、大和を中心とした日本

民族の先祖を追憶し、学習に資したいと念ずる次第です。

今回の発掘調査にあたり、本市教育委員会の藤田和尊技師を中心に橿原考古学

研究所の諸先生方のど指導をいただき深謝いたします。さらに市教委社会教育課

長・木村義明氏ほか課員諸氏、ならびに応援の大学生諸氏の汗と労力の結晶が、

乙の成果を得たものと信じています。

御所市教育委員会

教育長谷村忠敬



例日

1 .本書は、昭和59年度の国庫および県費の補助を受け、御所市教育委員会が調査を実施

した、奈良県御所市大字室小字サカイ谷K所在する、巨勢山境谷10号墳の発掘調査報告

書である。

2.本墳は、昭和47年発行、奈良県遺跡地図第3分冊の16← B-2561乙該当する。

3.調査に際しては、土地所有者・杉村太一氏、室自治区長・山崎三良氏をはじめ、地元

の方々に多大な御協力をいただいた。

4.現地調査には、御所市教育委員会・藤田和尊が同会の木村義明、植木理史、大林志津

代、橋本直樹らの協力を得てあたり、橿原考古学研究所・泉森校、東潮、松永博明氏の

助言を得た。

5.現地調査には室自治区の岡本義永、鍵本喜代二、角南義則、田中岩次郎氏および同志

社大学・坂靖、関西大学・伊藤雅文、三野保之、尼子奈美枝、吉村和昭ら学生諸氏の参

加協力を得た。

6.遺物整理および報告書作成にあたっては関西大学・三野保之、尼子奈美枝、四天王寺

国際仏教短期大学・高本奈美、龍谷大学・木許守、横出目之ら学生諸氏の協力を得た。

7.遺物整理および報告書作成lζ際しては、橿原考古学研究所・関川尚功、寺沢薫、芦屋

市教育委員会・森岡秀人氏より御教示を賜った。

8.本書の執筆分担は目次に記す通りであり、編集は藤田が行なった。また、遺構・遺物

の整図には藤田のほか、三野、尼子がこれにあたった。
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第 1章位置と環境

地理的環境

御所市は、奈良盆地の西南部l乙位置する。西部には金剛山・葛城山の峰峯がそば立ち、東南部に

は竜門山地の西端にあたる巨勢山丘陵などの丘陵が起伏し、それらの南をいわゆる中央構造線が走っ

て吉野川河谷と境している。北部は低平な奈良盆地の一部を占めているが、葛城川・曽我川の上流

部は南方lζ入り、前記の山地の聞に渓谷をつくづている。

さて、奈良盆地と吉野川河谷の聞にある竜門山地は主として花園岩類よりなり、東方より西方に

向うにしたがって高さを減じ幅も狭くなる。本市の東部はちょうどその西端付近にあたる丘陵地帯

となっている。

金剛山の東方葛城川上流の谷と、さらに東側の曽我川の谷の聞に巨勢山丘陵があり、曽我川の東

側には高取山付近より次第lζ低くなった山地の端が奉膳山などで終わっている。また、南方吉野川

流域との分水嶺には阿田峯の低い台地がある。

巨勢山丘陵は西は葛城川の谷、東は曽我川の構造谷で切られてほとんど独立した丘陵となって南

北約5kmlC細長く延びている。中央部lとは巨勢山の高社山 (295m)を始め、朝町山 (286m)、

さらに北方の盆地に細く延びた先端l乙国見山となっている。南は唐笠山 (323m)を経て、重阪峠

(202m)で終わっている。地質は、花商岩もしくは閃緑岩より成っている。

歴史的環境

(1) 
御所市内の縄文時代の遺跡は、後期の櫛羅遺跡(2 )等が知られるに過ぎなかったが、本年、御

(2 ) 

所工業高校の移転に伴い調査された玉手遺跡(3 )では、後期の完形lζ近い土器も検出され、よう

やくその具体的な側面も知られるようになった。
( 3 ) 

弥生時代lこ入ると遺跡の数は急増する。前期(新)以降の拠点的大集落として著名な鴨都波遺跡
(4) (5) (6) 

( 4 )を筆頭に本馬丘遺跡(5 )、今住遺跡(6 )、古瀬遺跡(7)、といった平地の遺跡の他、
(7) (8) (9) (10) 

吐田平遺跡(8 )、葛城山頂遺跡(9 )、境谷遺跡(10)、国見山遺跡 (11)、といった高地性集落も

後期lζ入ると出現してくる。
(11) 

国見山遺跡については、披上鐘子塚古墳(12)周辺で弥生土器が採集されており、その存在が推
(12) 

定されてきたが、近年、葛中学校生の米田・竹川両君が国見山を踏査した際、東斜面谷地形部分

から弥生土器片約100点を採集した(図2)011のような中期的な特色を持つ個体もあるが、多くは
(13 ) 

畿内第V様式前半lと属するものである。その内には 1のような紀伊地方に特徴的な警もあり、大和
(14 ) 

における高地性集落の発生をめぐって、紀伊、五篠方向からの影響が想定されている現在、採集品

とはいえ、これらは貴重な資料となるであろう。
(15) 

葛城地域唯一の弥生時代青銅製祭器出土地として、名柄(13)の地は著名である。外縁付紐H式
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図2 国見山遺跡採集弥生土器(米田・竹川君寄贈)

繰と多釦細文鏡は、地表下約90叫 30cm程度の間隙をおいて同一層内にあったという。

弥生時代後期も後半に入ると集落の実体は不明瞭となる。名柄遺甑)Q4)は該期以降成立してく

る遺跡のようであるが、名柄小学校保管の資料を実見する限りでは、むしろ庄内式以降の土師器を

主体とするようである。

古墳時代前期わいては、名柄遺跡室・中西遺ぽα5)の存在を考慮に入れたとしても、遺跡

の絶対数は稀少であり、また該期の古墳もなく、弥生時代後期後半以降の当地の停滞は否めない。

そうした歴史的背景の中で、前代の系譜をひく乙となく 5世紀前葉に至って突然出現する葛城東
(19) 

南麓最大の前方後円墳、室・富山古墳(16)の意義は重大である。
(20) (21) . ._~_. . c空)

当地の首長墓系列はその後、被上鐘子塚古墳→新庄屋敷山古墳(17)→飯豊陵古墳(18)→二塚
(23) 
古墳(19)と移行するようであるが、御所市域に所在する室・富山古墳と披上縫子塚古墳について

は、その周濠に取り込まれる形で陪塚が築造されており、後続する新庄屋敷山古墳以下の古墳のみ

ならず、他地域に対しでも、特異性を表出している。
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なお、室・宮山古墳の陪塚的位置にある室・

ネコ塚古墳 (20)は、一辺63mを測る方墳で

あるが、明治年聞に大規模な盗掘lとあい、竪

穴式石室を構成したと思われる結晶片岩や各

種遺物が墳頂部を中心lと散在している(図3)。

刀剣類 (1-6)の他、片刃箭式鉄鎖 (7)、

三尾鉄(8 )、三角板革綴短甲片(9 -13)、
(24) 

II~b または c 頚甲片などを採集しており、

乙れらから比定し得る本墳築造年代は、室・

宮山古墳とまさに併行するものである。

さて、当地においては、乙れら首長墓の出

現を契機としつつ、新庄屋敷山古墳の築造さ

れる 5世紀後葉以降、群集墳が成立してくる。
(~) ca) 

寺口和田古墳群 (21)、寺口千塚古墳群
(27) 

(22)、火野谷山古墳群 (23)、平岡西方古
(28) (29) (30) 
墳群 (24)、笛吹古墳群 (25)、石川古墳群

(26)、石光山古墳群(27)，、巨勢山古墳群

(28)等では、その群中l乙中?小形の前方後

円墳や、中形の円墳を含んでおり、首長墓、

群集墳中の中形墳、群集墳中の小形古墳といっ

たように階層構造を具現している例が顕著である。

lJE2 
1直てD;①
汁f) 0主主~-

i24;甘j ミミヴ
軒)
←1;qF司
-D-
L、、
14 

12 

図3 室・ネコ塚古墳採集鉄製品

13 

10cm 

群集墳中の横穴式石室の規模と副葬品内容とには密接な関係があり、軍事的編成を軸として階層
(32) 

構造が成立していたことは既に近藤義郎、今井莞両氏により指摘されている通りであるが、より具

体的には、控甲、馬具、長頚鎖、(万剣)を持つ首長墓以下、群集墳中で馬具、長頚銀、(万剣)

を持つAグループ、長頚錦、(万剣)を持つBグループ、長頚蟻を持たないCクーループi乙弁別が可
(33) 

能であり、各々は横穴式石室(玄室)規模と対応関係にあると考えられる。

したがって副葬品内容により階層構造を検討する方法は、木棺直葬等の他の埋葬法についても適

要が可能であると考える。

しかしながら、当地における群集墳の調査はようやくその第1歩が踏み出されたばかりであり、

現状では、その具体的なあり方を検討できるまでには至っていない。基礎資料の充実を侯つべきで

あろう。
(34) 

さて、巨勢山古墳群には現在707基の存在が確認されており、未踏査地その他を含めると、合計

840基程度の我国最大級の群集墳となる。

3 
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(35) 

吉野川流域で産出する絹雲母片岩の箱形石棺を直葬した巨勢山小殿1号墳や、タケノクチ地区の調
(36) (37) 

査における銀製指輪を持つ古式の横穴式石室の検出、ミノヤマ地区における金銅製肩飾の検出など

吉野、紀伊方面やさらには韓半島との関わりを想定すべき遺物も検出されているが、いずれにせよ

調査例は決して多くなく、その実像を述べ得るまでには至っていない。

境谷10号墳(本報告)の所在する境谷地区では昭和48年、土砂採取に先行して 9基の古墳が調査
(38) 

されている。巨勢山境谷2号墳は、巨勢山古墳群中最古の古墳であり、室・宮山古墳に併行する時

期のものである。

同8号墳・ 9号墳は、共に 6世紀前葉の横穴式石室であるのに対して、ミノヤマ地区で、は 6世紀

後葉以降横穴式石室が採用されており、大群集墳であるが故に、各種文化の受け入れ方も決して一

様ではなかった乙とを示している。
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